
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

新年を迎えて、気持ちも新たに中学生各学年末に向けてスタートを切っていることと思います。 

新年 1月号はこの「学年末」時期に一番留意してほしいこと「内申点」についてお話し致します。 

 ＜学年末は、内申点対策を徹底する＞ 

公立高校受験は、いうまでもなく内申点確保が最重要項目です。中学１年修了時で７分の２、中学２

年終了時までで 1年時分と合わせて７分の４、そして中学３年時で残り７分の３で、全７分の７になり

ます。中学３年生の 12 月時点で C ランクであった生徒が、学年末で一つ落として D ランクになり、志

望校を受けられなくなったという話などはよくあることです。 

公立高校入試は特に内申点が足りなければ、上位高校など受けられないと考えて下さい。B ランク以

上（２９５～２７６）確保が必須条件です。   オール４は D ランク（２５５～２３６） 

※ランク計算式：９科目×５（いわゆるオール 5）×７倍＝３１５点ここから２０点差で A～M までの

ランク付けがされます。 

※中 3 生は特に現在のランクを見据えたうえでどの科目の数字（３→４、4→５など）を上げたら良い

か、また落とさないための注意など、今から計画的に進める必要があります。 

中 3 年生、いよいよ高校入試へ、ラストスパート！ ■ 

麻生校・円山校 

中３：高校入試前のラストスパート 

 公立高校入試まであと２か月弱。入試に合格するために、これまで何度も 

言ってきたことも含めて、もう一度確認したいと思います。 

① 誰もが取れる問題で落とさない 

 最近の公立高校入試は、レベルが上がってきてはいますが、一方で、簡単な問題もそれなりの割合で

出題されます。きちんと合格する生徒は、簡単な問題では落としません。小さな計算ミスや、誤字脱字

のミスを１つするごとに、合格は遠のいていきます。とりわけ、数学では１つの問題の配点が高いので、

ケアレスミスが本当に命取りとなります。 

② 時間との戦いを常に意識する 

 時間との戦いが特に重要となってくるのは、国語と数学です。国語は、記述問題で１つの問題に悩ん

でしまうと、あっという間に時間が過ぎます。数学では、裁量問題を解く時間をできるだけ多く残すた

めに、共通問題の部分は早く処理しなければなりません。ですから、時間の使い方も普段から学習して

いかなければなりません。問題を解くうえでも、常に時間を計って解くぐらいの意志が大切です。 

③ 点数への執着心をもち、勉強以外にも頭を使う 

 入試は、学力を測る場であると同時に、点数を競う場でもあります。結局は、点数を取ったもの勝ち

なのです。そこで、どうやって点数を取ったら良いのか。多少の差異はあるものの、受験高校の平均点

や、合格に必要な点数の目安はわかっているはず。そこで自分の得意・不得意分野をふまえ、どうすれ

ば勝てるのか（得点できるまでに持っていけるのか）という戦略を立てての学習が必要です。（勿論ご相

談下さい。）この他「時間の使い方」、「科目間のバランス」なども考えて日常学習をしましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2021 年１月・2 月の予定＞は右の「ＱＲコード」からＨＰ上でご覧下さい。 

緊急時連絡はラインでお知らせ致します。 

    

麻生校：001-0037 札幌市北区北 37 条西 3 丁目 3-15📞011-716-7162 

円山校：064-9820 札幌市中央区大通西 23 丁目 1-1 📞011-613-7755   

事務局お知らせ：「お友達ご紹介キャンペーン」継続中、入会したいお友達がいたらお知らせ下さい。

2021 年１月・２月予定トピックス

内申点を上げるためには！－特に中１、2 年生に向けて ■ 

〔公立高校の内申を上げるために〕 

出典 https://benesse.jp/juken/201810/20181019-1.html 

 

中学でとても大切になる内申点ということばは耳にしたことがあるとこと思います。現在では、「内

申点」はさまざまな観点から学習成績や意欲・適性などをきめ細かく評価した結果にもとづいて決ま

ります。 

例えば英語では、理解・知識・表現・関心意欲の４つの観点を点数化し、｢Ａ｣｢Ｂ｣｢Ｃ｣の 3 段階で

評価します。その合計点により、｢５｣｢４｣｢３｣｢２｣｢１｣の 5 段階の評定が決まります。ここで注意点

があります。それぞれの観点で出された点数の合計が 85 点でも、関心意欲の観点が C だとします。AAAC

の組み合わせだと５は出せないといった規定が学校によってはあります。 

今、授業内もしくは宿題として行われる活動は、何らかの観点に組み込まれ点数化されていること

がほとんどです。いくらテストの点数がよくても、提出物がほとんど出ていない場合には５がつけら

れなくなっています。 

又、知識や理解が十分（ペーパーテストで満点）でも、表現（作品、体育実技等）でほとんど点数

がない場合も同じです。 

内申点を上げるためには、この一つひとつの観点において、高い評価を得る必要があるのです。つ

まり、日ごろの授業態度を良くし提出物をきちんと出し、実技面の努力など、科目間で特別苦手な分

野を作らないこと、小テストで日ごろから良い点数を取っておくことが大切になります。 

 

3 年生―1 月 15 日（金）から定期テストが始まります。 

2 年生―2 月 15 日以降に定期テストがあります。 

1 年生―同上 

※1 月 13 日（水）定期テスト対策実施予定（新保先生）（麻生校） 

※円山校：2 月 11 日（木）建国記念日祭日・23 日（火）天皇誕生日祭日共、開館しています。 

 麻生校：同上 平常授業です。 


